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アイヌ玉と琉球玉－「交易による蓄積」と「下賜による沈潜」
































































































































































































































































































①鉛ガラス 中国3～2BC、6C末～ 7C飛鳥池 日本60～70％, 5C朝鮮
漢、隋 西アジア 33～40％低鉛系も、BC8～1C
②鉛バリウムガラス 中国戦国（5～3BC） 中国古代ガラス 漢青で
～西晋（3C) 朝鮮BC2～3C 合松里(BC2前半)で出土
アルカリケイ酸ガラス
③カリガラス インド～東南アジア 古代、紺色透明 コバルトで着色
カリウム（K2O）融剤 ここを経て日本に多 古代、淡青色透明 銅で着色
④ソーダ石灰ガラス１ 西のガラス、地中海 天然ソーダ(ナトロン）、ナイル川流域から得て
（ナトロン・ガラス） ローマン・ガラス 国家専売品にも アンチモンで着色
⑤ソーダ石灰ガラス２ 西アジア(メソポタミア 地中海沿岸や砂漠の植物の灰を用いて
（植物灰ガラス) ・ササン） BC8からは、ナトロン入手
⑥ソーダ石灰ガラス３ アジアのガラス インド 酸化アルミニユウム(AL2O3)多い・CaO 小
(高アルミナガラス） パシフィク・ビーズ 銅のコロイド着色 赤褐色はムティサラ
④～⑥ソーダ（ナトリウム）を融剤 （↑ジャワで）
（注）各ガラスの番号は本文及び図1に対応。
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